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新年の抱負

年の抱負

山田 美津代 吉村 眞弓美

谷　禎 一

小原　薫 坂口 友良

笹井 由明

全 で

す い

町 に

広陵町議会は、広陵町民
によって選ばれた議員で
構成し、町民の代表機関
として、町民本位の立場
で適切に政策を決定する
とともに、地方公共団体
の執行を監視し、さらに
は、政策提言や政策立案
を積極的に行っていかな
ければならない。
＜広陵町議会基本条例前文＞
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坂野 佳宏 青木 義勝

谷内 和昭

千北 慎也

八尾 春雄河野 伊津美

岡本 晃隆 小西 栄枝

安 心 安

住 み や

広 陵



　10月23日、奈良県町村議会議員研修会において
元内閣官房参与本田悦朗氏による『我が国を取り
巻く経済環境の変化と財政金融政策』の講演が行
われました。積極財政と金融緩和による具体的な
政策提言を通じて、日本経済の健全な発展への展
望を示していただいた大変有意義な研修会でした。
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令和６年
全議員研修会

　10月24日、衆議院議員選挙と米大統領選挙を含
め日米の選挙の違い等について、同志社大学法学
部教授である村田晃嗣氏の講演を拝聴しました。
　研究者目線での政治の捉えを、TVを通してでは
なく拝聴できたことは貴重な機会でした。

令和６年北葛城郡・生駒郡
町議会議員研修会

広陵町議会だより　128号

議会Newsニュース

　11月21日、五條市議会総務文教常任委員が、視察研修に訪
問されました。     
　さわやかホールにて、担当職員から本町の幼稚園・保育園・
認定こども園の現状と、幼保一体化総合計画の概略と公私連携
幼保連携型畿央大学付属広陵こども園の設立経緯について説明
をしました。その後、公設公営、公私連携法人の運営における
メリット・デメリットなどについて、熱心な意見交換を通じ、
有意義な研修会となりました。

五條市議会総務文教常任委員会視察研修受入

　１月４日、グリーンパレスにて、広陵町と
広陵町商工会の共催による新年賀詞交歓会
が開催されました。新春講演会には読売Ｔ
Ｖ特別解説委員の高岡達之氏から、トランプ
氏の大統領選挙当選により、我が国の経済へ
の影響を鋭い切り口から、わかりやすく論説
いただき、新年のスタートが切られました。

新年賀詞交歓会
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地域のつながり地域のつながり
第26回

町内で活動している団体やサークルを
紹介します。（活動団体は、営利活動を目
的としない公共性・公益性が高いボラン
ティア的な団体を掲載しています。）

防災ファミリーキャン
プは、西谷公園で一泊
二日で行い、参加者の
みなさんと、防災につ
いて学び、体験する２
日間となりました。

お餅つきをしました。
みんなでついたお餅
は絶品で、大人も子
どもも笑顔溢れる日
になりました。

活動内容

②体験イベント開催

問合先

設立への思い

●子どもや子育て中の親御さんたちの抱える悩みを
少しでも軽くできるお手伝いが出来たらと、地域子
育て支援わたあめという団体を作りました。

近所の駄菓子屋が閉店するという知らせを聞いて、
駄菓子屋という子どもたちが安心して集まる場所を
なくしてはいけないと思い駄菓子屋を立ち上げまし
た。
〔想い〕
子どもたちにとって、特別な放課後を過ごす場所を
作りたい。駄菓子屋で出会った人や子どもとの交流
を通じて地域の繋がりを作って欲しい。

わたあめの目標

●年齢も住んでいるところも関係なく、全ての人が
認められる関係や環境が作れるようになる事が目標
です。

ＴＥＬ：０７４５－５５－８３００　　地域子育て支援わたあめ　代表　船田智香
広陵町社会福祉協議会（さわやかホール）

地域子育て支援   わたあめ

箸尾おこめクラブさんと防災ファミリーキャンプやお餅つきを開催しました。

③不登校居場所　きらくる

この日は、どんなお弁当にしたいか話し合い、買い物に行っ
てお弁当づくりをしました。

不登校の子どもたちの居場所づくりや、保護者の方がお喋り
できる機会を作っています。
〔想い〕
安心して気楽に来てもらえるような場所にしたい。

①駄菓子屋　にしやん（第1・3水曜日開催　宝林寺）
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令和6年第３回臨時会（令和６年１０月２９日）
議案番号 件　　　　名 概　　　　　　要

議案番号 件　　　　名 概　　　　　　要

議案第６８号

議案第６９号

報告第１９号

報告第２０号

報告第２１号

報告第２２号

議案第７０号

議案第７１号

議案第７２号

議案第７３号

議案第７４号

議案第７５号

議案第７６号

JV応札6者による指名競争入札（１者辞退）
契約金額　　5,451万1,600円　（税込）

JV応札４者による指名競争入札（１者辞退）
契約金額　　1億5,393万1,８00円　（税込）　

本件事故による本町の過失割合を10割として33万9,750円を
加入保険により補填
　　
本件事故による本町の過失割合を10割として４万5,324円を
加入保険により補填
　　
本件管理上の瑕疵による過失割合を10割として11万5,720
円加入保険により補填

衆議院議員選挙執行経費　1,655万1,000円

住民訴訟制度の対象となる団体の長等の損害賠償責任にお
いて、多額な責任を追及されることがあることに鑑み、政令で
定める基準を参酌し一部免責に関し必要な事項を定める

健康づくりと食育を総合的かつ一体的に推進することを目的
として、健康増進・食育推進計画の策定、進行管理、評価及
び見直しに関し必要な事項について調査審議する「広陵町健
康増進・食育推進計画策定等委員会」を設置し、従前の委員
会、食育推進会議は廃止する

公益信託二関スル法律の全部改正及び地方税法等の一部改
正に伴い、寄附金税額控除等、所要の改正

町制70周年こどもイベント準備委託料、公共交通運行事業、
通学路対策事業、平成緊急内水対策事業等、
6億8,049万2,000円
＜令和7年度債務負担行為＞放課後子ども育成教室運営補
助事業　5,378万6,000円　

前年度歳計剰余金精算による　　　　　　　　　　　　
国・県返還金　137万9,000円
財政調整基金積立金　3,078万1,000円

児童手当分一般会計繰入金
営業外収益　４万円

一般会計繰入金
消費税及び地方消費税　600万円

たかいか橋改良に伴う橋梁下部工事に係る
請負契約の締結について

赤部２６号線横断歩道橋整備工事に係る請
負契約の締結について

公用車物損事故による損害賠償額の決定に
係る専決処分の報告について

公用車人身事故による損害賠償額の決定に
係る専決処分の報告について

広陵西小学校の管理上の瑕疵に基づく損害賠
償額の決定に係る専決処分の報告について

令和６年度広陵町一般会計補正予算（第７
号）の専決処分の報告について

広陵町長等の損害賠償責任の一部免責に関
する条例の制定について

広陵町健康増進・食育推進計画策定等委員
会設置条例の制定について

広陵町税条例の一部を改正することについ
て

令和６年度広陵町一般会計補正予算（第８
号）

令和６年度広陵町国民健康保険特別会計補
正予算（第２号）

令和６年度広陵町水道事業会計補正予算
（第２号）

令和６年度広陵町下水道事業会計補正予算
（第１号）

広陵町新清掃施設操業停止後における中継施設活用等に
関する協定書に関し、まほろば環境衛生組合による（仮
称）廃棄物運搬中継施設の設置時期（当初予定：令和7年
1月）が、建設工事の延長により現時点で令和7年9月とな
る見込みであることを踏まえ、協定当事者と広陵町は協議
し、令和4年協定の一部を変更することに合意が整ったの
で、議会の議決を求める

新規認定　70路線、廃止　1路線、変更　4路線について
議会の議決を求める

管理者は御所市長をもって充て副管理者は御所市以外の組
合市町の長の中から互選することで規約変更承認がなされ
議決を求める

令和7年3月31日をもって、奈良広域水質検査センター組
合が解散され、当組合を組織する地方公共団体でなくなる
こととなり、所要の変更をすることについて議決を求める

コロナ禍の長期化で生活が困窮しつつある町民が増えて
いる中、令和3年6月議会、令和4年3月議会に引続き、有料
ゴミ袋を半額にすることを求める

地方自治法の改正により、デジタル化を可能とする規定の
新設による所要の改正

多様性を認める社会、男女共同参画、基本的人権の観点
から選択的夫婦別姓制度の導入を求める

広陵町新清掃施設操業停止後における中継施
設活用等に関する協定事項の変更に係る古寺
区との合意について

広陵町新清掃施設操業停止後における中継施
設活用等に関する協定事項の変更に係る中区
との合意について

広陵町新清掃施設操業停止後における中継施
設活用等に関する協定事項の変更に係る広瀬
区との合意について

広陵町新清掃施設操業停止後における中継施
設活用等に関する協定事項の変更に係る百済
区との合意について

町道の路線認定、変更及び廃止について

奈良県葛城地区清掃事務組合規約の変更につ
いて

奈良県市町村総合事務組合を組織する地方公
共団体の数の減少及び奈良県市町村総合事務
組合規約の変更について

広陵町の有料ゴミ袋を半額にすることを求め
る請願について

広陵町議会会議規則の一部を改正することに
ついて

広陵町議会委員会条例の一部を改正すること
について

選択的夫婦別姓制度の導入を求める意見書に
ついて

-----------------------------------

-----------------------------------

-----------------------------------

-----------------------------------

-----------------------------------

-----------------------------------

-----------------------------------

-----------------------------------

-----------------------------------

   
-----------------------------------

-----------------------------------

-----------------------------------

令和6年第４回定例会（令和６年１２月６日～１２月２０日）
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JV応札6者による指名競争入札（１者辞退）
契約金額　　5,451万1,600円　（税込）

JV応札４者による指名競争入札（１者辞退）
契約金額　　1億5,393万1,８00円　（税込）　

本件事故による本町の過失割合を10割として33万9,750円を
加入保険により補填
　　
本件事故による本町の過失割合を10割として４万5,324円を
加入保険により補填
　　
本件管理上の瑕疵による過失割合を10割として11万5,720
円加入保険により補填

衆議院議員選挙執行経費　1,655万1,000円

住民訴訟制度の対象となる団体の長等の損害賠償責任にお
いて、多額な責任を追及されることがあることに鑑み、政令で
定める基準を参酌し一部免責に関し必要な事項を定める

健康づくりと食育を総合的かつ一体的に推進することを目的
として、健康増進・食育推進計画の策定、進行管理、評価及
び見直しに関し必要な事項について調査審議する「広陵町健
康増進・食育推進計画策定等委員会」を設置し、従前の委員
会、食育推進会議は廃止する

公益信託二関スル法律の全部改正及び地方税法等の一部改
正に伴い、寄附金税額控除等、所要の改正

町制70周年こどもイベント準備委託料、公共交通運行事業、
通学路対策事業、平成緊急内水対策事業等、
6億8,049万2,000円
＜令和7年度債務負担行為＞放課後子ども育成教室運営補
助事業　5,378万6,000円　

前年度歳計剰余金精算による　　　　　　　　　　　　
国・県返還金　137万9,000円
財政調整基金積立金　3,078万1,000円

児童手当分一般会計繰入金
営業外収益　４万円

一般会計繰入金
消費税及び地方消費税　600万円

たかいか橋改良に伴う橋梁下部工事に係る
請負契約の締結について

赤部２６号線横断歩道橋整備工事に係る請
負契約の締結について

公用車物損事故による損害賠償額の決定に
係る専決処分の報告について

公用車人身事故による損害賠償額の決定に
係る専決処分の報告について

広陵西小学校の管理上の瑕疵に基づく損害賠
償額の決定に係る専決処分の報告について

令和６年度広陵町一般会計補正予算（第７
号）の専決処分の報告について

広陵町長等の損害賠償責任の一部免責に関
する条例の制定について

広陵町健康増進・食育推進計画策定等委員
会設置条例の制定について

広陵町税条例の一部を改正することについ
て

令和６年度広陵町一般会計補正予算（第８
号）

令和６年度広陵町国民健康保険特別会計補
正予算（第２号）

令和６年度広陵町水道事業会計補正予算
（第２号）

令和６年度広陵町下水道事業会計補正予算
（第１号）

議案番号 件　　　　　名 概　　　　　　要

議案第７７号

議案第７８号

議案第７９号

議案第８０号

議案第８１号

議案第８２号

議案第８３号

請願第 ２ 号

議員提出
議案第７号

議員提出
議案第８号

議員提出
議案第９号

広陵町新清掃施設操業停止後における中継施設活用等に
関する協定書に関し、まほろば環境衛生組合による（仮
称）廃棄物運搬中継施設の設置時期（当初予定：令和7年
1月）が、建設工事の延長により現時点で令和7年9月とな
る見込みであることを踏まえ、協定当事者と広陵町は協議
し、令和4年協定の一部を変更することに合意が整ったの
で、議会の議決を求める

新規認定　70路線、廃止　1路線、変更　4路線について
議会の議決を求める

管理者は御所市長をもって充て副管理者は御所市以外の組
合市町の長の中から互選することで規約変更承認がなされ
議決を求める

令和7年3月31日をもって、奈良広域水質検査センター組
合が解散され、当組合を組織する地方公共団体でなくなる
こととなり、所要の変更をすることについて議決を求める

コロナ禍の長期化で生活が困窮しつつある町民が増えて
いる中、令和3年6月議会、令和4年3月議会に引続き、有料
ゴミ袋を半額にすることを求める

地方自治法の改正により、デジタル化を可能とする規定の
新設による所要の改正

多様性を認める社会、男女共同参画、基本的人権の観点
から選択的夫婦別姓制度の導入を求める

広陵町新清掃施設操業停止後における中継施
設活用等に関する協定事項の変更に係る古寺
区との合意について

広陵町新清掃施設操業停止後における中継施
設活用等に関する協定事項の変更に係る中区
との合意について

広陵町新清掃施設操業停止後における中継施
設活用等に関する協定事項の変更に係る広瀬
区との合意について

広陵町新清掃施設操業停止後における中継施
設活用等に関する協定事項の変更に係る百済
区との合意について

町道の路線認定、変更及び廃止について

奈良県葛城地区清掃事務組合規約の変更につ
いて

奈良県市町村総合事務組合を組織する地方公
共団体の数の減少及び奈良県市町村総合事務
組合規約の変更について

広陵町の有料ゴミ袋を半額にすることを求め
る請願について

広陵町議会会議規則の一部を改正することに
ついて

広陵町議会委員会条例の一部を改正すること
について

選択的夫婦別姓制度の導入を求める意見書に
ついて

------------------

------------------

------------------

-----------------------------------

-----------------------------------

-----------------------------------

-----------------------------------

-----------------------------------

------------------

-----------------------------------

-----------------------------------

議会の傍聴にお越しください！
議会はみなさんに公開しています。気軽に来てください。

町議会本会議は、役場３階の議場で、３月、６月、９月、１２月の４回
開かれます。日程については、議会事務局までお問い合わせください。
ホームページにも掲載予定です。
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放
課
後
子
ど
も
育
成
教
室
運
営
補
助
事
業
に

５
，
３
０
０
万
計
上
し
民
間
で
事
業
を
行
お
う
と

し
て
い
る
。

　
す
で
に
行
わ
れ
て
い
る
民
間
事
業
は
問
題
が
あ

り
保
護
者
か
ら
請
願
が
出
る
事
態
と
な
っ
た
。

　
今
度
は
民
設
民
営
で
の
育
成
教
室
で
果
た
し
て

保
護
者
や
子
ど
も
達
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
場
と

な
る
の
か
、
ま
た
、
大
字
の
要
望
で
地
域
の
公
民

館
を
建
て
る
な
ら
多
く
の
町
民
が
要
望
し
て
い
る

中
央
公
民
館
も
建
て
替
え
る
べ
き
。
そ
し
て
来
年

行
わ
れ
る
危
険
な
関
西
万
博
に
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

事
業
者
や
職
員
を
派
遣
す
る
計
画
は
安
全
が
確
保

で
き
る
か
な
ど
問
題
が
あ
る
た
め
反
対
と
す
る
。

議
案
第
73
号
令
和
６
年
度
広
陵
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）

本
補
正
予
算
は
、
通
学
路
対
策
、
交
通
安
全
施

設
整
備
、
平
成
緊
急
内
水
対
策
な
ど
緊
急
性
の
高

い
事
業
と
、
大
阪
万
博
で
の
「
広
陵
く
つ
し
た
」

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
支
援
に
よ
る
地
域
経
済
活
性
化
、

更
に
子
育
て
支
援
の
充
実
と
し
て
放
課
後
子
ど
も

育
成
教
室
の
支
援
体
制
強
化
な
ど
が
含
ま
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
町
の
未
来
を
切
り
拓
く
た
め
の
重

要
施
策
で
あ
り
、
そ
の
効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と

か
ら
、
本
議
案
に
賛
成
と
す
る
。

請
願
第
２
号 

広
陵
町
の
有
料
ゴ
ミ
袋
を

半
額
に
す
る
こ
と
を
求
め

る
請
願
に
つ
い
て

 

現
在
、
ご
み
減
量
等
推
進
審
議
会
を
再
開
し
、

審
議
中
で
あ
り
、
答
申
後
に
再
度
検
討
す
べ
き

で
は
。
ま
た
新
清
掃
施
設
等
建
設
に
多
額
な
費

用
が
必
要
で
あ
り
、
ご
み
袋
代
を
基
金
と
し
て

　
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
家
族

の
絆
や
一
体
感
を
危
う
く
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、

親
子
で
違
う
姓
を
名
乗
る
こ
と
は
、
子
ど
も
の
福

祉
に
と
っ
て
も
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。

　
よ
っ
て
、
国
民
に
広
く
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
で
き

て
い
な
い
現
状
で
、
制
度
を
導
入
す
れ
ば
我
が
国

の
将
来
に
大
き
な
禍
根
を
残
す
こ
と
に
な
る
こ
と

か
ら
、
本
意
見
書
に
反
対
と
す
る
。

積
立
て
て
お
り
、
ご
み
袋
が
半
額
に
な
る
と
積
立

額
も
半
分
に
な
る
た
め
、
新
施
設
建
設
に
よ
る
起

債
の
償
還
や
財
政
の
見
通
し
が
つ
け
ば
再
度
検
討

す
べ
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
請
願
に
反
対
と
す

る
。

議
員
提
出

議
案
第
９
号 

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
導
入

を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

　
夫
婦
同
姓
制
度
支
持
者
の
「
家
族
の
絆
」
へ
の

思
い
は
理
解
す
る
。
た
だ
、
そ
の
実
現
方
法
は
一

つ
で
は
な
い
。
夫
婦
同
姓
制
度
は
明
治
13
年
に
導

入
さ
れ
た
比
較
的
新
し
い
制
度
で
、
世
界
で
唯
一

日
本
だ
け
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
選
択
的
夫
婦
別
姓
導
入
国
で
は
子
ど
も
へ
の
悪

影
響
も
報
告
さ
れ
て
お
ら
ず
、
多
様
な
価
値
観
を

法
律
が
支
え
る
制
度
で
あ
る
。
よ
っ
て
本
議
案
に

賛
成
と
す
る
。

　
45
Ｌ
の
市
販
の
透
明
袋
は
一
枚
20
円
前
後
で
販

売
さ
れ
て
お
り
町
指
定
袋
が
45
円
な
の
は
割
高
だ
。

有
料
化
制
導
入
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
70
％
の
反

対
が
あ
っ
た
の
に
町
が
押
し
切
っ
た
も
の
だ
。
コ

ロ
ナ
の
時
に
無
料
の
引
換
券
が
あ
っ
て
ど
れ
ほ
ど

助
か
っ
た
か
。
物
価
高
と
生
活
困
窮
の
際
に
は
暮

ら
し
応
援
の
立
場
で
せ
め
て
半
額
に
し
て
ほ
し
い

と
い
う
の
が
庶
民
の
声
で
は
な
い
か
。

令和６年１２月定例会　議案採決状況一覧（○賛成　×反対）
※採決が分かれた議題のみを載せております。

議　　　案 議決結果

議 案 第 ７ ３ 号

請 願 第 ２ 号

議員提出議案第９号

原 案 可 決

不 採 択

原 案 可 決

吉
村
眞
弓
美

山
田
美
津
代

青

木

義

勝

坂

野

佳

宏

谷
　

禎

一

笹

井

由

明

小

西

栄

枝

岡

本

晃

隆

千

北

慎

也

坂

口

友

良

小

原
　

薫

谷

内

和

昭

八

尾

春

雄

河
野
伊
津
美

-----------------------------------

-----------------------------------

-----------------------------------

-----------------------------------

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん
。

×

○

○

○

×

○

○

×

×

○

×

×

○

×

○

○

×

○

○

×

○

○

○

○

○

×

×

○

×

○

×

○

○

○

×

○

○

×

○

反対反対 賛成

反対賛成 賛成
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選択的夫婦別姓制度の導入を求める意見書

　現行民法は、婚姻時に夫婦のいずれか一方の姓を改めることとしているが、社会的な信用と実績を
築いた人が望まない改姓を余儀なくされることで、姓を維持するために法的な保障の少ない事実婚を
選択せざるを得ないなどの問題が生じている。また、家族の在り方も多様化し、女性活躍が推進され
る現代において、社会の考え方や価値観も変化してきており、一人っ子同士の結婚、子連れ再婚、高
齢での結婚などで、改姓を望まないと考える人がいる。
　また、現行の民法では改姓をしなければならないことから結婚を諦めてしまう人がおり、そのこと
が、非婚や少子化につながる要因にもなっている。
　このような状況から、国連の女子差別撤廃委員会は、日本政府に対して女性が結婚前の姓を保持す
る選択を可能にするよう再三にわたり民法の改正を勧告している。政府は旧姓の通称使用の拡大に向
けた取り組みを進めているが、ダブルネームを使い分ける負担や管理コストの増加、個人識別の誤り
のリスクを増大させるなどの問題も指摘されている。
　こうした中、令和3年6月に示された最高裁判所の決定では、夫婦同姓制度を「合憲」としつつも、
夫婦の氏についての制度の在り方は「国会で論じられ判断されるべき事項にほかならない」とし、国
会における議論を促している。
　こうした中、日本弁護士連合会は本年6月14日「誰もが改姓するかどうかを自ら決定して婚姻でき
るよう、選択的夫婦別姓制度の導入を求める決議」を採択した。さらに、国連の女子差別撤廃委員会
も10月29日4回目の勧告を行い、選択的夫婦別姓制度の導入を求めている。経団連が6月18日「選択
肢のある社会の実現を目指して～女性活躍に対する制度の壁を乗り越える～」との提言を明らかにし
た要請行動を行ったことにも留意する。
　選択的夫婦別姓制度は、「家族で同じ姓の方がいい」と考えるカップルが引き続き夫婦同姓を選べ
る一方で、必要なカップルは夫婦別姓を選べるようにするものである。これは誰も改姓による不利益
を案ずることなく結婚・出産し、老後も法的な家族として支えあえる社会を実現するとともに、将来
の子どもたちの権利も保障することにつながる。
　多様性を認める社会、男女共同参画、基本的人権の尊重の観点から、これら世論の動向や最高裁判
所の決定の趣旨も踏まえつつ、国会及び政府の責任において、選択的夫婦別姓制度の導入を是非求め
たい。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。　

　令和6年12月20日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奈良県広陵町議会

内閣総理大臣　　　　石破　茂　　　様
総務大臣　　　　　　村上　誠一郎　様
法務大臣　　　　　　鈴木　馨祐　　様
厚生労働大臣　　　　福岡　資麿　　様



　
　
一
定
期
間
の
継
続
条
件
を
入
れ

て
募
集
し
、
補
助
金
の
支
払
い
時
に
、

学
童
事
業
に
対
す
る
指
導
、
実
地
検

査
等
を
行
い
、
事
業
運
営
が
円
滑
に

進
む
よ
う
に
確
認
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
奈
良
県
市
町
村
総
合
事

務
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体

の
数
の
減
少
及
び
奈
良
県
市
町
村
総

合
事
務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
　
建
設
候
補
地
と
し
て
は
、
現
建

物
の
南
側
を
予
定
。
進
捗
状
況
と
し

て
は
、
令
和
７
年
度
で
基
本
設
計
、

造
成
設
計
、
令
和
８
年
度
で
公
民
館

建
設
工
事
を
実
施
。
令
和
９
年
度
で

現
公
民
館
の
建
物
解
体
を
予
定
。

　
　
放
課
後
子
ど
も
育
成
教
室
運
営

補
助
事
業
に
つ
い
て
、
民
設
民
営
と

な
る
こ
と
で
町
の
意
見
が
通
り
に
く

く
な
っ
た
り
、
急
に
撤
退
さ
れ
る
リ

ス
ク
は
な
い
の
か
。

       　
　
　
広
陵
町
長
等
の
損
害
賠

償
責
任
の
一
部
免
責
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
　
条
文
中
、「
善
意
で
か
つ
重
大

な
過
失
が
な
い
と
き
」
と
定
め
て
い

る
が
、
具
体
的
に
善
意
と
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

　
　
町
長
、
職
員
等
が
違
法
的
な
職

務
行
為
に
よ
っ
て
地
方
公
共
団
体
に
損

害
を
及
ぼ
す
こ
と
を
認
識
し
て
お
ら

ず
、
か
つ
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
著
し
い
不
注
意
が
無
い
こ
と

を
指
す
。

　
　
　
　
　

 

広
陵
町
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
令
和
６
年
度
広
陵
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

　
　
中
区
公
民
館
測
量
・
調
査
等
委

託
料
に
つ
い
て
、
建
設
候
補
地
、
進

捗
状
況
は
。

委員会の窓

総
務
文
教
委
員
会

議
案
第
70
号

議
案
第
72
号

議
案
第
73
号

議
案
第
83
号

回
答

質
問

回
答

回
答

質
問

質
問

　第４回定例会（１２月議会）に上程され、総務文教委員会・厚生建設委員会に付託され
た１４件及び１件の請願について審査を行いました。その結果は本議会に上程され採決され
ます。その主な内容と結果をお知らせします。

質
問

回
答

議
案
第
71
号

議
案
第
74
号

厚
生
建
設
委
員
会
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全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
広
陵
町
健
康
増
進
・
食

育
推
進
計
画
策
定
等
委
員
会
設
置
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
条
例
案
で
は
、
委
員
12
人
で
組

織
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
の

内
訳
は
。

　
　
大
学
の
教
員
や
中
和
保
健
所
の

関
係
者
４
人
、
医
師
・
歯
科
医
師
、

学
校
代
表
者
・
園
の
代
表
者
、
ス

ポ
ー
ツ
協
会
、
自
治
会
長
等
６
人
、

公
募
２
人
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
令
和
６
年
度
広
陵
町
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）



議
案
第
80
号

議
案
第
81
号

議
案
第
82
号

請
願
第
２
号

質
問

　
　
　
　
　
令
和
６
年
度
広
陵
町
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
　

　
　
　
　
　
令
和
６
年
度
広
陵
町
下

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

　
　

　
　
　
　
　
広
陵
町
新
清
掃
施
設
操

業
停
止
後
に
お
け
る
中
継
施
設
活
用

等
に
関
す
る
協
定
事
項
の
変
更
に
係

る
古
寺
区
と
の
合
意
に
つ
い
て

　

  

以
前
「
広
陵
町
ご
み
処
理
町
民

会
議
」
が
発
足
し
て
い
た
が
現
在
は

解
散
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
別
組

織
を
立
ち
上
げ
て
跡
地
利
用
に
つ
い

て
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、

立
ち
上
げ
た
の
か
。
ま
だ
で
あ
れ
ば

い
つ
立
ち
上
げ
る
の
か
。

　
　
今
年
度
内
に
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
実
施
し
、
来
年
度
か
ら
跡
地
利
用

活
用
に
伴
う
基
本
方
針
を
策
定
し
て

い
く
。

議
案
第
75
号

　
　
　
　
　
広
陵
町
新
清
掃
施
設
操

業
停
止
後
に
お
け
る
中
継
施
設
活
用

等
に
関
す
る
協
定
事
項
の
変
更
に
係

る
中
区
と
の
合
意
に
つ
い
て

　
　

　
　
　
　
　
広
陵
町
新
清
掃
施
設
操

業
停
止
後
に
お
け
る
中
継
施
設
活
用

等
に
関
す
る
協
定
事
項
の
変
更
に
係

る
広
瀬
区
と
の
合
意
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
広
陵
町
新
清
掃
施
設
操

業
停
止
後
に
お
け
る
中
継
施
設
活
用

等
に
関
す
る
協
定
事
項
の
変
更
に
係

る
百
済
区
と
の
合
意
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
町
道
の
路
線
認
定
、
廃

止
及
び
変
更
に
つ
い
て

　
　

数
多
い
路
線
認
定
だ
が
、
総
じ

て
長
さ
と
面
積
は
。
ま
た
、
普
通
地

方
交
付
税
の
基
準
財
政
需
要
額
と
の

兼
ね
合
い
は
。

　
　

長
さ
は
合
計
４
・
３
２
７
㎞
と

な
り
、
面
積
に
つ
い
て
は
合
計
５
万

議
案
第
79
号

議
案
第
76
号

議
案
第
77
号

議
案
第
78
号

回
答

回
答

回
答

回
答

質
問

質
問

質
問
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９
９
１
㎡
と
な
る
。

　
ま
た
、
基
準
財
政
需
要
額
は
試
算

で
は
、
合
計
２
３
６
万
１
，
０
０
０

円
の
増
額
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
　
奈
良
県
葛
城
地
区
清
掃

事
務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

広
陵
町
の

有
料
ゴ
ミ
袋
を
半
額
に

す
る
こ
と
を
求
め
る
請

願
に
つ
い
て

　
　

ご
み
減
量
等
推
進

審
議
会
が
再
開
さ
れ
て

お
り
、
年
明
け
に
も
町

長
に
対
し
て
答
申
が
出

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

こ
の
答
申
を
受
け
て
か

ら
請
願
の
提
出
を
判
断

さ
れ
て
は
ど
う
か
。

　
　

住
民
は
暮
ら
し
に

目
を
向
け
て
お
り
、

日
々
の
暮
ら
し
が
困
窮

し
て
い
れ
ば
請
願
を
提

出
す
る
こ
と
は
矛
盾
し

な
い
と
考
え
る
。

　
　
ご
み
袋
有
料
化
の
意
義
を
考
え

て
も
な
お
、
半
額
に
す
る
べ
き
と
い

う
理
由
は
。

　
　
消
費
税
の
増
税
、
物
価
上
昇
の

中
で
、
広
陵
町
が
ご
み
袋
無
料
化
に

す
る
こ
と
で
評
価
さ
れ
る
と
考
え
る
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

賛
成
少
数
で
不
採
択
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

町道路線認定の現場視察
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た に    よ し  か ず   

議長 谷　禎 一

町政を

問う
一  般
質  問

　一般質問を 12 月 11 日、12 日及び 13 日に行
いました。
　なお、質問内容及び答弁内容については、紙面
の都合上、要約掲載となっておりますので、詳細
につきましてはインターネット中継、または会議
録をご覧ください。
　会議録は、3 月上旬に町役場及び町施設のサー
ビスカウンターに配置し、広陵町ホームページに
も掲載する予定です。
　答弁者の「理事者」との記載は、
町長、副町長、教育長、関係部次
長の発言を要約して掲載する場合
に用いています。　

●

●

●

真美一小の学童指導員の資格取得について
不登校児童生徒の保護者と協力して解決策を
学校施設の保守安全対策は

坂口　友良　議員（１３ページ）

●

●

●

中央公民館再整備等に関する進捗について
グリーンパレスの活用について
帯状疱疹ワクチン接種の助成について

小原　  薫　議員（１４ページ）

●

●
山村広陵町政について
マイナ保険証の一本化について

笹井　由明　議員（１５ページ）

● 広陵中央公民館再整備事業について
河野　伊津美　議員（１８ページ）

●

●

●

健康保険被保険者証について
大阪・関西万博への対応について
水道事業の細かな対応について

八尾　春雄　議員（２０ページ）

● 農用地除外の凍結について
坂野　佳宏　議員（１９ページ）

●

●
防災対策について
生理用品の自動提供機（オイテル）の導入を

吉村　眞弓美　議員（１６ページ）

●

●
少子化対策における男女共同参画の取組は
産後ケアについて

小西　栄枝　議員（２２ページ）

●

●

●

中央公民館廃止は撤回を
虐待防止強化月間の取組を強めて
町独自の奨学金増額を

山田　美津代　議員（２３ページ）

● 次の世代を見据えた広陵町の将来ビジョンは
千北　慎也　議員（２５ページ）

●

●
こどもまんなか社会の実現に向けた取組
まちづくりの推進

岡本　晃隆　議員（１７ページ）

●

●
ＧＩＧＡスクール端末の更新について
マイナ保険証の普及と利用促進等について

谷内　和昭　議員（２１ページ）

● 役場と中央公民館の複合移転方針を問う
青木　義勝　議員（２４ページ）
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さ か ぐ ち と も よ し

坂口　友良

真
美
一
小
の
学
童
指

導
員
の
資
格
取
得
に

つ
い
て

学童支援
　
　
真
美
一
小
の
学
童
保
護
者

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
運
営
状

況
の
満
足
度
に
つ
い
て
他
小
学
校

で
は
42
％
が
満
足
だ
が
、真
美
一
小

で
は
半
分
の
20
％
と
保
護
者
の
不

安
は
大
き
い
。

　
ま
た
前
回
の
議
会
で
真
美
一
小

の
指
導
員
の
半
数
や
、町
雇
用
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
自
身
も
無
資
格
者
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、保
護
者
の
不

安
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
。両
者

の
研
修
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

　
資
格
研
修
は
真
美
一
小
の
学
童

指
導
者
２
名
の
申
し
込
み
で
あ
っ

た
。
受
講
に
至
ら
な
い
の
は
教
諭

や
保
育
士
な
ど
資
格
が
無
い
、
経

験
が
２
年
無
い
な
ど
が
主
な
理
由

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

不
登
校
児
童
生
徒
の

保
護
者
と
協
力
し
て

解
決
策
を

不登校支援
　
　
毎
年
不
登
校
児
童
生
徒
が
増

え
、
保
護
者
の
方
々
も
地
元
に
は

行
く
べ
き
場
も
な
い
の
で
自
分
達

で
居
場
所
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
し

て
い
る
。
教
育
委
員
会
だ
け
で
は

居
場
所
づ
く
り
は
難
し
く
、
ニ
ー

ズ
に
合
わ
な
い
事
も
あ
る
。
保
護

者
等
と
協
力
し
て
作
る
の
が
良
い

と
思
う
が
ど
う
か
。

ス
ク
ー
ル
的
な
居
場
所
が
大
切
と

考
え
る
。
立
ち
上
が
る
よ
う
に
学

校
と
居
場
所
関
係
を
調
整
す
る
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
が
少
し
で
も
外

出
す
る
こ
と
が
可
能
な
居
場
所
づ

く
り
に
連
携
し
て
努
め
る
。

 

教
育
長

　
教
育
委
員
会
も
町
内
に
フ
リ
ー

 

教
育
長

　
建
物
敷
地
に
関
連
す
る
土
留
め

擁
壁
に
つ
い
て
は
管
理
業
者
が
補

修
す
る
が
大
規
模
な
修
繕
に
な
る

と
町
部
門
が
管
理
に
努
め
る
。
日

常
点
検
を
行
い
、
協
議
す
る
な
ど

複
眼
的
に
管
理
す
る
と
い
う
姿
勢

で
し
て
い
く
。

 

教
育
長

数
に
ま
た
ぐ
が
統
一
し
た
管
理
体

制
は
。

学
校
施
設
の
保
守

安
全
対
策
は

学校施設
　
　

真
美
ケ
丘
地
区
の
開
発
か

ら
40
年
以
上
た
ち
、
学
校
施
設

も
老
朽
化
が
目
立
つ
様
に
な
っ

て
き
た
。
以
前
か
ら
言
わ
れ
て

い
る
真
美
二
小
北
側
擁
壁
は
く

落
な
ど
、
下
が
歩
道
で
危
険
な

場
所
も
あ
る
。
建
物
管
理
は
日

本
管
財
で
あ
る
が
、
責
任
の
線

引
き
が
む
ず
か
し
い
事
も
あ
る
。

管
理
体
制
、
点
検
な
ど
組
織
が
複
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中
央
公
民
館
再
整

備
等
に
関
す
る
進

捗
に
つ
い
て

中央公民館

グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス

の
活
用
に
つ
い
て

公共施設

　
　
９
月
議
会
補
正
予
算
の
中
で

中
央
公
民
館
整
備
事
業
Ｐ
Ｆ
Ｉ
ア

ド
バ
イ
ザ
リ―

業
務
委
託
料
に
つ

い
て
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

　
　
年
明
け
で
あ
る
と
の
こ
と
だ

が
遅
す
ぎ
る
の
で
は
。

　
①
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
利

　
用
状
況

②
広
陵
く
つ
し
た
博
物
館
の
配
置

　
転
換

③
今
後
の
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
の
運

　
営
予
定
及
び
軽
運
動
室
の
復
活

現
在
、
業
者
選
定
に
向
け
て
手

続
き
中
で
あ
り
、
令
和
７
年
１
月

に
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
業
者
選

定
を
予
定
し
て
い
る
。

帯
状
疱
疹

ワ
ク
チ
ン
接
種
の

助
成
に
つ
い
て

ワクチン
接種

　
　
以
前
も
同
様
の
質
問
が
あ

り
、
国
の
動
向
を
注
視
の
上
検
討

す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
２

年
が
経
過
後
、
国
で
は
接
種
費
用

を
公
費
で
補
う「
定
期
接
種
」に
含

め
、
対
象
年
齢
は
65
歳
以
上
と
の

情
報
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
方

に
つ
い
て
は
町
単
独
で
助
成
さ
れ

た
い
が
い
か
が
か
。

　
町
長

①
実
質
人
数
は
減
少
し
て
い
る
の

　
で
、も
っ
と
周
知
し
て
い
く
。

②
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
拠
点
と
捉

　
え
、進
捗
に
合
わ
せ
、場
所
、ス

　
ペ
ー
ス
の
検
討
を
す
る
。

③
当
面
は
今
ま
で
ど
お
り
の
施
設

　
町
長

　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
は
初
の
取
組
で
あ

り
、
詳
細
綿
密
な
仕
様
書
を
作
成

 

理
事
者

 

理
事
者

　
引
き
続
き
情
報
収
集
に
努
め
、

正
式
決
定
後
は
速
や
か
に
実
施
で

き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
く
。

年
齢
対
象
外
の
方
の
町
単
独
で
の

助
成
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ

考
え
て
い
な
い
。

　
運
営
と
し
、
新
複
合
施
設
建
設

　
に
向
け
た
協
議
に
よ
り
詳
細
検

　
討
を
実
施
し
、引
き
続
き
施
設
の

　
有
効
活
用
の
検
討
も
し
て
い
く
。

こ は ら か お る

小原　  薫　

し
た
た
め
遅
れ
た
。
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マ
イ
ナ
保
険
証
の

一
本
化
に
つ
い
て

健康福祉　
　
12
月
２
日
か
ら
の
本
町
に
お

け
る
マ
イ
ナ
保
険
証
の
業
務
に
つ

い
て
問
う
。

さ さ い よ し あ き

笹井　由明

　
　
勇
退
さ
れ
る
に
至
っ
た
理

由
、
心
境
、
後
継
者
指
名
の
可
否

は
。町
制
70
周
年
に
あ
た
り
、現
時

点
の
計
画
案
は
。

山
村
広
陵
町
政
に

つ
い
て

町政

 

町
長

　
私
は
、
来
年
６
月
30
日
の
任
期

満
了
を
も
っ
て
退
任
さ
せ
て
頂
く

こ
と
を
、
機
会
あ
る
ご
と
に
お
伝

え
し
て
い
る
。

　
職
員
に
も
、
事
務
引
継
ぎ
の
た

め
の
諸
準
備
を
指
示
し
て
い
る
。

３
期
12
年
の
退
任
の
理
由
は
、
一

つ
は
任
期
満
了
時
点
で
77
歳
喜
寿

に
達
す
る
年
齢
と
な
る
こ
と
で
、

健
康
に
恵
ま
れ
今
日
ま
で
職
務
を

 

町
長

　
国
民
健
康
保
険
証
の
有
効
期
限

は
令
和
７
年
７
月
末
日
と
な
っ
て

い
る
。

　
た
だ
し
、
７
月
末
日
ま
で
に
75

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
る
方
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
有
効
期
限
が
切
れ
る

ま
で
に
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

の「
資
格
確
認
書
」が
届
け
ら
れ
る
。

　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
の
方

に
発
送
さ
れ
る
「
資
格
情
報
の
お

し
ら
せ
」
は
、
医
療
機
関
窓
口
の

読
み
取
り
機
械
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

で
保
険
証
が
読
み
取
れ
な
い
場
合
、

一
緒
に
提
示
す
る
こ
と
で
受
診
は

可
能
と
な
る
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持

ち
で
な
い
方
に
は
、「
資
格
確
認
書
」

が
令
和
７
年
７
月
中
旬
頃
ま
で
に
、

一
斉
発
送
さ
れ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
住
民
の
方
々

が
混
乱
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
等
を
通
じ

て
、
丁
寧
で
わ
か
り
や
す
い
説
明

と
周
知
に
努
め
て
い
く
。

遂
行
し
て
き
た
が
、
や
は
り
衰
え

を
感
じ
、
こ
れ
か
ら
先
は
、
自
分

自
身
を
保
証
で
き
ず
、
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
に
す
べ
き
と
考
え
て

い
る
。

　
も
う
一
つ
は
、
町
長
職
は
就
任

当
初
か
ら
、
３
期
が
限
度
と
考
え

て
い
た
。

　
安
定
と
変
革
と
い
う
意
味
で
は
、

人
心
一
新
し
、
新
し
い
人
に
新
し

い
視
点
で
町
政
を
担
っ
て
い
た
だ

き
、
広
陵
町
を
住
み
や
す
い
町
に

し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

後
継
者
指
名
に
つ
い
て
は
、
後
日

公
表
し
た
い
。

　
次
に
、
来
年
４
月
に
は
、
町
制

施
行
70
周
年
を
迎
え
る
。
５
月
下

旬
に
町
政
説
明
会
と
併
せ
て
、
町

内
児
童
生
徒
を
対
象
に
記
念
事
業

を
計
画
中
で
あ
る
が
、
記
念
式
典

等
は
、
新
体
制
の
下
で
託
し
た
い
。
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町
長

　
オ
イ
テ
ル
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、

生
理
用
品
配
置
の
在
り
方
に
つ
い

て
研
究
し
て
い
く
。

  

町
長

　
　①

避
難
所
で
も
あ
る
、
学
校
体
育

　
館
へ
の
空
調
設
備
の
設
置
を
積

　
極
的
に
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

②
広
陵
町
で
は
ヤ
フ
ー
株
式
会
社

　
と
の
協
定
に
基
づ
き
「
Ｙ
a
ｈ

　
ｏ
ｏ
!
防
災
速
報
」
を
活
用
し

　
た
防
災
情
報
の
配
信
を
ス
タ
ー

　
ト
し
て
い
る
。
内
容
に
つ
い
て

　
も
素
晴
ら
し
い
の
で
、
こ
の
ア

　
プ
リ
を
使
用
し
て
、
防
災
訓
練

　
と
防
災
教
育
を
行
え
ば
、
広
陵

　
町
全
体
の
防
災
意
識
が
向
上
す

　
る
と
考
え
る
。

③
町
内
在
住
の
医
療
分
野
の
人
材

　
を
事
前
登
録
し
て
い
た
だ
く
ボ

　
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
制
度
、
広
陵

防
災
対
策
に
つ
い
て

防災

生
理
用
品
の
自
動

提
供
機（
オ
イ
テ
ル
）

の
導
入
を

貧困対策
　
　
民
間
企
業
と
連
携
し
、
女
子

ト
イ
レ
の
個
室
な
ど
に
生
理
用
ナ

プ
キ
ン
を
無
料
で
提
供
す
る
シ
ス

テ
ム「
Ｏ
ｉ
Ｔ
ｒ（
オ
イ
テ
ル
）」を

導
入
し
て
い
る
自
治
体
が
増
え
て

い
る
。導
入
す
べ
き
で
あ
る
。

よ し む ら ま ゆ み

吉村 眞弓美

その他
質問事項　

デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
の

　
導
入
を

①
部
活
動
や
体
育
の
授
業
に
も
影

　
響
が
出
て
い
る
。
で
き
る
だ
け

　
早
急
に
体
育
館
に
冷
房
の
設
置

　
が
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
る
。

②
Y
a
h
o
o
!
防
災
速
報
を
利

　
用
し
た
取
組
を
、
学
校
等
に
も

　
周
知
し
て
活
用
を
促
し
て
い
く
。

③
危
機
管
理
部
門
と
協
議
を
す
る

　
町
版
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
創
設
を
提
案

　
す
る
。

④
備
蓄
品
の
見
直
し
を
図
る
べ
き

　
で
あ
る
。

　
と
ろ
み
剤
（
誤
嚥
性
肺
炎
等
の

　
予
防
）や
経
口
補
水
液（
猛
暑
対

　
策
）、防
犯
ブ
ザ
ー（
性
暴
力・Ｄ

　
Ｖ
の
発
生
を
防
止
）は
被
災
者

　
や
ご
家
族
が
安
心
し
て
避
難
所

　
で
暮
ら
せ
る
た
め
に
は
、
必
ず

　
必
要
で
あ
る
。

　
必
要
が
あ
る
。
現
状
は
、
そ
の

　
様
な
体
制
は
で
き
て
い
な
い
。

④
そ
う
い
っ
た
部
分
は
、
機
会
が

　
あ
る
た
び
に
備
蓄
を
増
や
し
充

　
実
さ
せ
て
い
く
。
防
犯
ブ
ザ
ー

　
に
つ
い
て
は
、
今
は
設
置
さ
れ

　
て
い
な
い
。
有
効
な
も
の
で
あ

　
れ
ば
前
向
き
に
検
討
す
る
。

大和郡山市役所に設置されたオイテル
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お か も と て る た か

岡本　晃隆

こ
ど
も
ま
ん
な
か

社
会
の
実
現
に

向
け
た
取
組

子ども育成
　
　①

こ
ど
も
の
状
態
を
検
証
す
る
児

　
童
生
徒
見
守
り
会
議
の
対
象
と

　
な
る
不
登
校
児
童
生
徒
以
外
の

　
対
象
、開
催
頻
度
、教
職
員
間
で

　
の
内
容
共
有
、
町
教
育
委
員
会

　
へ
の
報
告
に
つ
い
て
。

②
今
年
度
検
討
し
て
い
る
架
け
橋

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
内
容
と
進
捗

　
状
況
に
つ
い
て
。

③
真
美
一
小
校
区
以
外
の
コ
ミ
ュ

　
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
。

①
夏
期
休
業
期
間
を
中
心
に
実
施
。

　
各
校
で
は
年
に
複
数
回
、
会
議

　
を
継
続
的
に
実
施
し
、
指
導
、

　
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
結
果
は
、

　
全
て
の
教
職
員
が
共
有
で
き
る

　
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
町
教
育

　
委
員
会
に
も
報
告
し
て
い
る
。

②
教
育
委
員
会
と
町
内
の
各
小
学

　
校
・
園
で
構
成
さ
れ
た
「
広
陵

　
町
架
け
橋
推
進
委
員
会
」
を
昨

　
年
度
か
ら
立
ち
上
げ
、「
ス
タ
ー

　
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
を
各
小
学

　
校
で
作
成
し
、
「
ア
プ
ロ
ー
チ

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
と
実
情
に
合

　
わ
せ
て
内
容
の
調
整
を
検
討
し

　
て
い
る
。

③
今
後
は
、
学
校
と
地
域
を
繋
ぐ

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
、

　
よ
り
多
く
の
町
民
の
皆
様
に
ご

　
協
力
い
た
だ
け
る
よ
う
、
活
動

　
内
容
の
積
極
的
な
周
知
に
努
め

　
て
い
く
。　

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

まちづくり
　

①
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

　
で
は
、町
人
口
の
３
％
（
約
１
，

　
０
０
０
人
）
対
象
に
、
主
体
的

　
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
努
め

　
る
と
あ
る
。
対
象
は
ど
ん
な
人

　
た
ち
か
。
な
ぜ
３
％
か
。

②
１
．
住
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
２
．
各
団
体
へ
の
出
前
講
座

　
３
．
各
学
校
へ
の
出
前
授
業

　
４
．
職
員
研
修
の
実
施

　
の
そ
れ
ぞ
れ
の
実
施
状
況
は
。

　
動
い
た
だ
く
方
な
ど
、
参
画
協

　
働
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
と
考

　
え
て
い
る
。
一
般
的
に
、
ま
ち

　
づ
く
り
は
、
行
政
と
と
も
に
行

　
動
し
て
い
た
だ
く
方
が
住
民
の

　
方
の
１
％
い
れ
ば
進
ん
で
い
く

　
と
言
わ
れ
て
い
る
か
ら
。

②
住
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い

　
て
は
、
全
庁
的
に
積
極
的
に
取

　
り
入
れ
て
い
る
。
出
前
講
座
に

　
つ
い
て
は
、地
域
活
動
の
説
明
会

　
や
地
域
メ
ー
ル
導
入
支
援
の
際

　
な
ど
に
意
見
交
換
な
ど
を
行
っ

　
て
い
る
。
学
校
へ
の
出
前
授
業

　
は
、
今
年
度
は
、
全
て
の
小
学

　
校
で
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
中
学
校
で
も
実
施
で

　
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
職
員
研
修
は
、
平
成
30
年
度
か

　
ら
継
続
し
て
毎
年
実
施
し
て
い

　
る
。

理
事
者

①
区
・
自
治
会
や
町
内
各
種
団
体
、

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活

 

理
事
者
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こ う  の い つ み

河野 伊津美
　
　
役
場
職
員
へ
の
説
明
等
は

行
っ
た
か
。

　
基
本
方
針
明
記
の
現
庁
舎
跡
地

を
職
員
駐
車
場
と
し
て
利
用
は
、

労
働
意
欲
低
下
及
び
新
規
採
用
の

デ
メ
リ
ッ
ト
で
は
。

　
中
央
公
民
館
再
整
備
等
に
関
し

て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち

上
げ
て
は
ど
う
か
。

理
事
者

　
説
明
会
で
は
丁
寧
に
説
明
を
す

る
。
説
明
会
後
は
ア
ン
ケ
ー
ト
等

を
配
り
、
住
民
の
意
見
集
約
に
努

め
る
。

再
度
調
査
を
行
う
旨
を
記
載
し
た
。

理
事
者

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
維
持
し

な
が
ら
、
諸
室
転
用
も
し
て
い
き

た
い
。

理
事
者

　
職
場
環
境
の
観
点
か
ら
、
こ
れ

か
ら
意
見
聴
取
を
行
う
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
か
準
備

室
を
立
ち
上
げ
る
考
え
は
あ
る
。

　
町
長

　
さ
わ
や
か
ホ
ー
ル
２
階
部
分
を

「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」
実
現

に
向
け
、
こ
ど
も
局
と
教
育
委
員

会
の
事
務
室
を
集
約
す
る
こ
と
と

し
た
た
め
、
詳
細
検
討
の
際
に
、

　
町
長

　
基
礎
調
査
後
に
財
政
負
担
の
影

響
に
つ
い
て
職
員
研
修
を
実
施
。

基
本
方
針
策
定
後
の
集
約
再
編
に

つ
い
て
は
、
は
し
お
元
気
村
改
修

の
第
１
ス
テ
ッ
プ
の
後
に
詳
細
検

討
す
る
た
め
、
全
庁
的
な
職
員
説

明
は
行
っ
て
い
な
い
。

  
町
長

　
　
９
月
議
会
に
お
い
て
附
帯
決

議
を
附
し
て
可
決
さ
れ
た
補
正
予

算
。
附
帯
決
議
に
関
係
す
る
11
月

9
日
開
催
の
説
明
会
で
は
厳
し
い

意
見
が
噴
出
し
た
。
説
明
会
で
は

第
１
ス
テ
ッ
プ
は
こ
の
ま
ま
で
、

第
２
ス
テ
ッ
プ
は
こ
れ
か
ら
意
見

聴
取
と
検
討
を
行
う
と
の
こ
と
な
の

で
、
以
下
質
問
す
る
。

　
今
後
の
住
民
説
明
会
の
予
定
、

規
模
、
回
数
は
。

広
陵
中
央
公
民
館

再
整
備
事
業
に

つ
い
て

まちづくり
　
か
ぐ
や
姫
ホ
ー
ル
や
さ
わ
や
か

ホ
ー
ル
を
会
場
と
し
、
令
和
７
年

１
月
以
降
複
数
回
実
施
。
区
長
・

自
治
会
長
に
も
説
明
を
行
う
。
第

　
　
基
本
方
針
内
「
調
査
完
了
後

に
町
の
判
断
に
よ
り
一
部
を
行
政
が

利
用
す
る
こ
と
と
し
た
た
め
」
と

の
判
断
を
さ
れ
た
時
期
は
。

　
３
階
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
今

後
は
。

２
ス
テ
ッ
プ
の
意
見
聴
取
は
令
和

７
年
度
か
ら
進
め
て
い
く
。
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本
年
６
月
議
会
で
国
会
で
の

農
地
法
改
正
可
決
に
よ
り
来
年
度

よ
り
農
用
地
除
外
が
出
来
な
く
な

る
と
の
質
問
に
、
奈
良
県
と
協
議

を
進
め
、
本
町
の
土
地
利
用
計
画

に
支
障
が
出
な
い
よ
う
活
性
化
に

努
め
る
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、11
月
に
入
り
、楽
観
視

で
き
な
い
情
報
が
入
っ
て
き
た
。

現
状
は
ど
う
な
の
か
、伺
い
た
い
。

農
用
地
除
外
の
凍
結

に
つ
い
て

土地利用

 

町
長

　
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
変

更
に
関
す
る
、
そ
の
後
の
状
況
に

つ
い
て
お
答
え
す
る
。

　
前
回
も
説
明
し
た
が
、
改
正
の

内
容
が
、

①
食
料
の
安
定
供
給
の
確
保
及
び

　
必
要
な
農
地
の
確
保
。

②
基
本
指
針
策
定
に
当
た
っ
て
の

　
国
と
地
方
の
協
議
の
場
を
法
制

　
化
す
る
。

③
農
用
地
除
外
に
係
る
都
道
府
県

　
の
同
意
基
準
の
追
加
及
び
国
の

　
関
与
に
係
る
手
続
き
を
整
備
す
る
。

と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
改
正
に
当
た
っ
て
は
、
市

町
村
の
土
地
利
用
計
画
に
直
接
関

わ
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
問
い
合

わ
せ
が
あ
り
、
本
年
10
月
18
日
に

奈
良
県
主
催
の
説
明
会
が
開
催
さ

れ
た
。
説
明
会
で
は
、
奈
良
県
と

し
て
も
農
林
水
産
省
が
現
在
検
討

を
進
め
て
い
る
段
階
で
、
現
時
点

で
わ
か
る
範
囲
で
の
情
報
提
供
で

あ
っ
た
。

　
本
町
と
し
て
は
、
近
畿
農
政
局

さ か  の よ し ひ ろ

坂野　佳宏
　
　
農
用
地
が
あ
る
市
町
村
は
わ

ず
か
で
あ
る
。

　
一
番
の
問
題
は
、
農
地
法
は
利

害
関
係
人
の
意
見
を
述
べ
る
制
度

が
な
く
、
有
無
を
言
わ
せ
ず
運
用

が
出
さ
れ
て
い
る
。

　
町
と
し
て
、協
議
を
待
た
ず
に
、

国
会
議
員
、
農
林
水
産
省
に
陳
情

当
然
そ
こ
ま
で
は
考
え
て
い
る
。

 

理
事
者

次
長
及
び
奈
良
県
知
事
に
本
町
の

農
業
関
係
の
取
組
と
本
町
が
進
め

て
い
る
企
業
誘
致
等
の
事
業
に
つ

い
て
説
明
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
考

え
を
お
伝
え
し
た
。

　
今
後
は
、
本
町
を
含
め
た
市
町

村
の
意
見
を
踏
ま
え
、
奈
良
県
と

国
で
協
議
を
進
め
て
い
く
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

　
今
後
の
農
用
地
除
外
は
手
続
き

上
で
、
何
ら
か
の
条
件
が
付
さ
れ

る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

に
行
く
べ
き
で
あ
る
。
お
願
い
し

た
い
。
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健
康
保
険

被
保
険
者
証
に

つ
い
て

国民
健康保険

　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
有

効
期
限
は
５
年
間
で
、
期
限
が
到

来
す
る
前
に
役
場
に
出
向
き
更
新

手
続
き
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
の
は
事
実
か
。

大
阪・関
西
万
博

へ
の
対
応
に
つ
い
て

学校教育

水
道
事
業
の
細
か
な

対
応
に
つ
い
て

水道

　
　

現
時
点
で
の
５
小
学
校
・
２

中
学
校
の
対
応
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。
３
月
に
ガ
ス
爆
発
事
故
が
発

生
し
た
が
ど
の
よ
う
に
ク
リ
ア
し

た
の
か
。
現
場
の
教
職
員
の
意
見

把
握
は
し
た
の
か
。
文
部
科
学
省

の
指
導
要
領
解
説
で
は
「
現
地
の

状
況
や
安
全
の
確
認
、
地
理
的
環

境
や
所
要
時
間
な
ど
を
把
握
し
、

現
地
施
設
の
従
業
員
や
協
力
者
等

と
の
事
前
打
ち
合
わ
せ
を
十
分
に

行
う
」
と
し
て
い
る
。

　
電
子
証
明
書
は
年
齢
に
か
か
わ

ら
ず
発
行
か
ら
５
回
目
の
誕
生
日

ま
で
が
有
効
期
限
で
あ
る
た
め
、

本
人
ま
た
は
代
理
人
が
役
場
窓
口

で
の
更
新
手
続
き
が
必
要
と
な
る
。

マ
イ
ナ
保
険
証
は
有
効
期
限
到
来

後
、
更
新
せ
ず
に
３
カ
月
を
経
過

す
る
と
使
用
で
き
な
く
な
る
。

  

町
長

　
県
教
委
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

が
実
施
さ
れ
、
各
学
校
と
も
来
場

を
予
定
し
仮
予
約
を
済
ま
せ
て
い

る
。博
覧
会
協
会
で
は
、防
災
基
本

計
画
等
を
定
め
安
全
確
保
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
各
学
校
に
お
い
て

下
見
も
行
う
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

　
理
事
者

　
町
に
無
断
で
開
栓
し
水
を
使
用

し
た
場
合
は
、
使
用
者
の
善
意
・

 

理
事
者

や つ お は る お

八尾　春雄
　
　
ア
パ
ー
ト
に
お
い
て
無
断
開

栓
に
気
付
い
た
時
の
対
応
は
ど
う

し
て
い
る
の
か
。ア
パ
ー
ト
賃
借
人

が
管
理
会
社
に
通
報
し
そ
の
結
果
、

水
を
得
た
場
合
は
管
理
会
社
の
責

任
は
問
え
な
い
か
。

その他
質問事項

い
わ
ゆ
る
１
０
３
万
円

の
壁
に
つ
い
て

悪
意
に
か
か
わ
ら
ず
使
用
水
量
の

請
求
を
行
う
。
賃
借
人
と
管
理
会

社
の
関
係
は
民
と
民
の
関
係
に
な

る
の
で
町
は
関
与
を
控
え
て
い
る
。

ま
た
一
括
納
付
が
困
難
な
場
合
に

は
分
納
に
も
応
じ
て
い
る
。
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本
町
に
お
け
る
高
齢
者
施
設

や
高
齢
者
世
帯
な
ど
に
、
マ
イ
ナ

保
険
証
を
保
有
で
き
る
よ
う
な
取

組
の
推
進
が
重
要
と
考
え
る
が
、

現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

　
政
府
か
ら
の
様
々
な
広
報
素
材

を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
、

住
民
皆
様
へ
の
丁
寧
な
周
知
・
広

報
を
積
極
的
に
行
う
。

 

理
事
者

　
施
設
の
出
張
申
請
受
付
に
つ
い

て
は
、
随
時
、
各
施
設
へ
積
極
的

に
広
報
を
行
い
対
応
し
て
い
く
。

　
未
交
付
の
高
齢
者
世
帯
に
つ
い

て
は
、
以
前
実
施
し
た
地
域
に
出

向
い
て
申
請
受
付
も
検
討
す
る
。

 

理
事
者

マ
イ
ナ
保
険
証
の

普
及
と
利
用
促
進

等
に
つ
い
て

マイナ保険
　
　
7
月
4
日
に
厚
生
労
働
省
よ

り
事
務
連
絡
が
発
出
さ
れ
て
お

り
、そ
れ
ら
を
活
用
し
マ
イ
ナ
保

険
証
の
広
報
活
動
を
推
進
、住
民

へ
の
正
し
い
情
報
発
信
に
取
り
組

む
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

　
　
小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
認
定

業
者
数
及
び
住
民
環
境
部
、
教
育

委
員
会
と
認
定
業
者
と
の
連
携
へ

の
認
識
を
問
う
。

　
　
適
法
な
認
定
業
者
へ
の
委
託

及
び
デ
ー
タ
消
去
な
ど
必
要
な
対

応
策
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
の
見

解
を
問
う
。

た に う ち か ず あ き

谷内　和昭

　
　
来
年
度
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

の
端
末
を
更
新
す
る
に
あ
た
り
、

買
換
端
末
台
数
と
処
分
が
必
要
な

旧
端
末
は
何
台
あ
る
か
、
そ
の
際

の
適
切
な
端
末
処
理
と
デ
ー
タ
消

去
に
対
す
る
認
識
と
具
体
的
な
取

組
に
つ
い
て
問
う
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

端
末
の
更
新
に
つ
い
て

個人情報

ス
を
削
除
す
る
方
法
で
行
う
。

去
等
に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学
省

の
方
針
を
踏
ま
え
て
、
適
正
に
実

施
す
る
。

　
奈
良
県
の
認
定
事
業
者
は
13
業

者
で
あ
る
が
、
今
回
は
全
国
を
収

集
区
域
と
し
て
い
る
認
定
事
業
者

で
あ
る
リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
サ
イ

ク
ル
㈱
が
回
収
業
者
で
あ
る
。

 

理
事
者

　
端
末
の
回
収
方
法
や
デ
ー
タ
消

 

理
事
者

　
３
，
５
６
９
台
の
新
規
端
末
の

調
達
と
３
，
２
３
４
台
の
旧
端
末

処
分
を
見
込
ん
で
お
り
、
Ｇ
ｏ
ｏ

ｇ
ｌ
ｅ　
ｆ
ｏ
ｒ　
Ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ａ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
で
の
デ
ブ
ロ
ビ
ジ
ョ
ニ

ン
グ
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
へ
の
ユ
ー
ザ
ー
の
ア
ク
セ

 

理
事
者
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 こ  に し さ か  え

小西　栄枝

男女
共同参画

少
子
化
対
策
に
お
け

る
男
女
共
同
参
画
の

取
組
は

　
　
少
子
化
対
策
に
お
け
る
男
女

共
同
参
画
の
位
置
づ
け
は
。

　
　
課
題
は
。

　
　
女
性
が
働
き
や
す
い
職
場
を

増
や
し
て
い
く
た
め
の
取
組
は
。

　
　
少
子
化
対
策
は
妊
娠・出
産
・

育
児
の
支
援
の
充
実
だ
け
で
な

く
、
結
婚
す
る
ペ
ア
が
い
な
い
と

基
本
的
に
は
子
ど
も
が
生
ま
れ
な

い
が
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進
を

子育て

産
後
ケ
ア
に
つ
い
て

利
用
実
績
は
。
自
己
負
担
金
の

減
額
は
。

上
の
お
子
さ
ん
も
一
緒
に
見
て

も
ら
え
る
よ
う
に
補
助
は
。

ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
事
業
の
内
容

と
実
施
状
況
は
。

生
活
環
境
や
就
労
環
境
な
ど
男

女
関
わ
ら
ず
、
自
分
自
身
が
描
く

夢
や
希
望
を
実
現
で
き
る
環
境
づ

く
り
が
必
要
で
あ
り
、そ
の
実
現
が

一
人
一
人
の
豊
か
な
人
生
に
結
び

つ
き
、
子
育
て
し
や
す
い
家
庭
環

境
に
つ
な
が
り
、
少
子
化
対
策
に

も
つ
な
が
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
町
長

子
育
て
し
な
が
ら
、
働
き
た
く

　
町
長

　
広
陵
町
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業

振
興
計
画
に
基
づ
き
、
『
が
ん
ば
る

企
業
』
の
定
義
の
中
で
、
女
性
の
働

き
や
す
さ
を
踏
ま
え
て
、
自
分
た
ち

が
選
ば
れ
る
事
業
者
に
な
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
。

 

理
事
者

　
現
状
は
無
い
。結
婚
前
の
男
女
に

対
す
る
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
行
う
こ
と

は
重
要
だ
と
思
う
の
で
検
討
す
る
。

 

理
事
者

　
国
か
ら
の
交
付
金
の
中
で
行
っ
て

お
り
難
し
い
。

 

理
事
者

　
就
学
前
の
乳
幼
児
が
い
る
家
庭
に

研
修
を
受
け
た
地
域
の
子
育
て
経
験

者
が
、無
償
で
訪
問
を
行
う
家
庭
訪

問
型
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
。

本
年
度
は
７
ケ
ー
ス
計
36
回
の
訪

問
。

 

理
事
者

　
令
和
５
年
度
は
利
用
延
べ
１
０

７
件
。自
己
負
担
金
は
大
和
高
田

市
が
４
，０
０
０
円
で
あ
る
が
北
葛

城
郡
は
他
も
６
，０
０
０
円
な
の
で

近
隣
の
自
治
体
と
協
議
し
て
い
く
。

 
理
事
者

令和6年11月生まれ
第２子

愛葉（いとは）ちゃん

て
も
条
件
に
合
う
勤
め
先
が
な

か
っ
た
り
、
育
休
制
度
が
有
っ
て

も
復
帰
後
の
不
安
が
あ
る
な
ど
課

題
が
あ
る
。

踏
ま
え
た
結
婚
前
の
男
女
を
対
象

と
し
た
事
業
は
。
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虐待防止

虐
待
防
止

強
化
月
間
の
取
組
を

強
め
て

み つ よや ま だ

山田 美津代
　
学
校
を
通
じ
て
中
学
３
年
生
全

 

理
事
者 町

独
自
の

奨
学
金
増
額
を

奨学金
　
　
年
間
６
万
円
を
今
現
在
23
名

に
支
給
だ
が
、物
価
高
騰
の
中
、子

育
て
世
帯
支
援
で
倍
額
に
し
て
は

い
か
が
か
。

　
　①

今
年
度
の
虐
待
防
止
講
演
会
の

　
参
加
人
数
は
。

②
も
っ
と
多
く
の
参
加
者
を
増
や

　
す
工
夫
を
。

③
虐
待
を
し
て
し
ま
う
保
護
者
な

　
ど
へ
の
対
応
は
。

④
学
校
現
場
で
の
取
組
は
。

　
　
２
、
３
年
先
に
中
央
公
民
館

を
廃
止
し
て
元
気
村
を
改
修
す
る

機
能
移
転
案
は
元
気
村
の
講
座
も

50
ほ
ど
あ
り
、
今
で
も
部
屋
の
取

り
合
い
が
あ
る
中
、
無
理
な
案
で

あ
る
。
町
長
も
「
私
は
初
め
か
ら

建
て
替
え
る
気
は
無
か
っ
た
、大
改

修
し
た
ら
と
言
っ
て
い
た
ん
だ
」

と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
、
中
央
公

民
館
の
大
改
修
を
避
難
所
も
含
め

て
検
討
さ
れ
て
は
い
か
が
か
。

中
央
公
民
館
廃
止
は

撤
回
を

中央公民館

べ
き
と
の
合
意
が
出
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
町
民
の
意
見
を

お
聞
き
し
ま
と
め
た
も
の
が
再
整

備
基
本
方
針
で
あ
る
た
め
元
気
村

へ
の
機
能
移
転
は
進
め
る
。

②
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
保
護
者
か
ら
は
平
日

　
の
学
校
が
あ
る
時
間
が
参
加
し

　
や
す
い
と
の
事
。

③
保
護
者
も
悩
ん
で
い
る
た
め
信

　
頼
関
係
を
築
い
て
い
く
。

④
「
１
８
９
」
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示

　
や
教
師
な
ど
の
信
頼
で
き
る
身

　
近
な
大
人
に
相
談
す
る
働
き
か

　
け
を
し
て
い
る
。

①
80
名
の
参
加

 

理
事
者

　
公
民
館
は
社
会
教
育
の
拠
点
と

し
て
認
識
し
て
い
る
が
、
検
討
結

果
の
答
申
で
は
複
合
施
設
で
あ
る

 

理
事
者

員
に
こ
の
制
度
を
お
知
ら
せ
し
て

い
る
。
国
や
県
も
拡
充
が
な
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
奨
学
資
金
支
給

制
度
は
生
徒
が
安
心
し
て
教
育
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
教
育
費
負
担

が
軽
減
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い

く
。

　
必
要
な
方
に
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
制
度
の
周
知
を
図
る
。

い
ち
は
や
く
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役場と統合

役
場
と
中
央
公
民
館

の
複
合
移
転
方
針
を

問
う

以　
役
場
と
中
央
公
民
館
の
統
合

の
複
合
施
設
の
イ
メ
ー
ジ
図
が
示

さ
れ
た
。移
転
建
替
え
は
現
役
場

が
新
役
場
の
完
成
ま
で
使
用
で
き

合
理
的
で
、私
は
俳
句
で「
ひ
と
び

と
が
笑
顔
で
つ
ど
う
庁
舎
か
な
」と

な
れ
ば
最
良
。そ
の
質
問
、長
い
行

政
職
と
３
期
12
年
町
長
を
務
め
て

実
績
の
あ
る
山
村
町
長
の
提
案
で

あ
り
、私
も
町
民
の
視
点
で
多
面

的
利
便
性
の
有
無
を
精
査
し
て
概

ね
共
感
し
て
賛
成
だ
が
、あ
え
て
問

う
。

　
今
後
末
永
く
勤
務
す
る
若
手
職

員
の
意
見
提
案
の
場
が
必
要
と
思

う
が
認
識
は
。

以　
①
場
所
の
設
定
の
根
拠

　
　
②
供
用
開
始
予
定

以　
令
和
14
年
供
用
、
そ
の
後
の

①
人
口
状
況

②
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
で
の
職
員

以　
現
庁
舎
の
跡
地
の
活
用
は
。

以　
敷
地
が
必
要
な
場
合
は
商
工

会
館
の
移
転
の
お
願
い
も
必
要
で

は
な
い
か
。

若
手
職
員
で
構
成
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、様
々
な
議

論
の
場
を
設
け
る
。

  

町
長

　
①
中
央
公
民
館
再
整
備
で
の
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
行
政
系
の
施
設
は

集
約
が
良
い
と
の
声
も
あ
り
、施
設
が

集
約
す
る
と
新
た
な
人
の
流
れ
が

創
出
さ
れ
、
民
間
投
資
も
促
さ
れ
、

ま
ち
に
賑
わ
い
創
出
の
観
点
か
ら
も

メ
リ
ッ
ト
あ
る
と
判
断
し
た
。②
の

件
は
今
後
詳
細
に
検
討
し
て
適
切

な
ス
ケ
ジュー
ル
を
改
め
て
示
す
。

  

町
長

①
令
和
14
年
時
点
で
は
約
４
％
減

　
の
想
定
だ
が
、住
宅
開
発
計
画
も

　
あ
り
、ほ
ぼ
横
ば
い
想
定

②
対
面
対
応
も
考
慮
し
て
、人
的

　
リ
ソ
ー
ス
は
現
在
と
同
程
度

  

町
長

①
現
施
設
よ
り
約
４
割
が
不
足
す

　
る
が
多
面
的
デ
ジ
タ
ル
化
で
ペ
ー

　
パ
ー
レ
ス
と
な
り
書
庫
や
事
務

　
室
が
省
ス
ペ
ー
ス
と
な
り
２
割
ほ

　

ど
不
要
と
な
る
。供
用
部
分
の

　

効
率
化
、さ
わ
や
か
ホ
ー
ル
と
の

  

町
長

　
①
庁
舎
の
規
模

②
駐
車
場
等
の
必
要
面
積
の
確
保

　
職
員
の
負
担
増
と
な
る
の
で
再

　
考
を
。

　

供
用
で
庁
舎
ミ
ニ
マ
ム
化
は
可

　
能
と
思
う
。

②
来
庁
者
の
分
は
最
大
限
確
保
、

　
職
員
用
は
庁
舎
跡
地
を
活
用

現
時
点
で
は
未
定
で
、
公
共
施

設
は
控
え
て
、
地
域
の
方
と
も
相

談
し
て
、
地
域
や
町
に
と
っ
て
最

大
限
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
土
地
活
用

を
模
索
し
て
い
く
。

  

町
長商

工
会
と
協
議
す
べ
き
と
思
っ

て
い
る
。

  

町
長

あ お  き よ し か つ

青木　義勝
数
の
想
定
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次
の
世
代
を
見
据

え
た
広
陵
町
の
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
は

まちづくり
　
　
直
近
の
30
年
で
概
ね
人
口
が

１
万
人
増
え
た
広
陵
町
だ
が
、
第

２
次
広
陵
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ

る
と
次
の
30
年
で
約
１
万
人
減
少

す
る
推
計
が
あ
る
。
人
口
減
少
と

人
口
構
成
の
変
化
は
町
財
政
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
。

　
　
日
本
全
体
も
人
口
が
減
る
の

で
長
期
的
に
考
え
れ
ば
、
国
か
ら

の
地
方
交
付
税
の
規
模
が
縮
小
さ

　
　
行
政
が
検
討
し
て
い
る
こ
と

を
住
民
に
伝
え
、対
話
を
通
じ
て

広
く
意
見
を
募
り
、納
得
感
を

作
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

 

理
事
者

　
対
話
の
手
法
に
つ
い
て
は
研
究

し
て
い
く
。

 

理
事
者

　
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
で
行
政

と
住
民
間
の
情
報
共
有
は
容
易
に

な
っ
た
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情

報
を
公
開
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

全
て
の
住
民
が
内
容
を
理
解
し
納

得
す
る
た
め
に
、
よ
り
効
果
的
な

情
報
共
有
を
行
っ
て
い
く
。

　
税
収
の
減
額
と
扶
助
費
の
増
加

が
見
込
ま
れ
、
投
資
的
経
費
の
抑

制
が
進
む
と
考
え
る
。

 

理
事
者

　
よ
り
一
層
事
業
開
始
の
根
拠
を

明
確
に
し
、
成
果
指
標
に
よ
る
効

果
の
測
定
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、

行
政
以
外
の
機
関
と
の
連
携
、
特

に
公
民
連
携
の
視
点
を
持
つ
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
。

 

理
事
者

こ
れ
か
ら
人
口
減
少
社
会
に
合
わ

せ
て
、
公
共
施
設
の
縮
減
や
統
廃

合
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
変
化
を
進

め
て
い
く
た
め
に
は
、
町
民
へ
の

情
報
共
有
と
丁
寧
な
対
話
に
よ
る

合
意
形
成
プ
ロ
セ
ス
が
必
要
で
は

な
い
か
。

ち ぎ た    　 し ん や

千北　慎也

　
　
中
央
公
民
館
の
再
整
備
に
か
か

る
議
論
で
は
関
係
者
の
納
得
を
得

る
た
め
の
手
続
き
に
不
足
が
あ
っ

た
よ
う
に
感
じ
る
。
ま
た
、
平
成

28
年
に
制
定
さ
れ
た
計
画
に
庁
舎

の
建
て
替
え
時
期
や
複
合
化
に
つ

い
て
も
記
載
さ
れ
て
い
た
の
に
住

民
に
周
知
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

れ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
地
方
自

治
体
と
し
て
は
歳
出
の
削
減
に
努

め
、
行
政
運
営
の
あ
り
方
も
変
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

る
。ま
た
、対
話
の
場
づ
く
り
に
あ

た
っ
て
は
、町
か
ら
の
一
方
的
な

説
明
で
は
な
く
、参
加
者
双
方
に

よ
る
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
対
話
が
生

ま
れ
る
よ
う
な
仕
掛
け
を
行
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。
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編
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広
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長　

笹
井　

由
明
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長　

谷
内　

和
昭
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河
野　

伊
津
美

委　
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八
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小
西　

栄
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議
会
日
誌

議会からのお願い
議会だより取材のため、腕章を着用した
議員または事務局員が写真撮影に伺う
ことがございます。その際は、どうかご
理解とご協力をお願いいたします。

13
〜
14
日

　
　
　
第
68
回
町
村
議
会
議
長

　
　
　
全
国
大
会　

27
日　
全
員
協
議
会

4
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
常
任
委
員
長
会

5
日　
国
保
中
央
病
院
組
合
議
会

6
日　
第
4
回
定
例
会（
初
日
）

11
日　
第
4
回
定
例
会（
２
日
目
）

12
日　
第
4
回
定
例
会（
３
日
目
）

13
日　
第
4
回
定
例
会（
４
日
目
）

16
日　
総
務
文
教
委
員
会

　
　
　
厚
生
建
設
委
員
会

20
日　
議
会
運
営
委
員
会　

　
　
　
第
4
回
定
例
会（
最
終
日
）

26
日　
第
１
回
広
報
編
集
委
員
会

4
日　
新
年
賀
詞
交
歓
会

9
日　
第
２
回
広
報
編
集
委
員
会

11
日　
広
陵
町
消
防
出
初
式

13
日　
二
十
歳
の
つ
ど
い

17
日　
第
３
回
広
報
編
集
委
員
会

11
月

12
月

1
月

　

昨
年
は
、
激
動
と
感
動
が
交
錯
す
る
年
と

な
り
世
界
情
勢
で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
が
長

期
化
す
る
中
、
気
候
変
動
へ
の
取
組
が
国
際

的
な
課
題
と
し
て
注
目
さ
れ
た
一
方
で
パ
リ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
日
本
選
手
た
ち
が
躍
動

し
、
多
く
の
感
動
を
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。

国
内
で
は
、
元
旦
に
石
川
県
を
中
心
に
大
地

震
が
発
生
し
、
防
災
の
重
要
性
が
再
認
識
さ

れ
て
い
ま
す
。
政
治
資
金
問
題
、
選
挙
、
政

策
改
革
と
問
題
山
積
み
と
な
り
ま
し
た
が
、

大
谷
翔
平
選
手
が
歴
史
的
な
活
躍
を
見
せ
、

日
本
中
に
誇
り
と
希
望
を
与
え
て
く
れ
ま
し

た
。
町
内
で
は
放
課
後
子
ど
も
育
成
教
室
の

改
善
、
中
央
公
民
館
整
備
事
業
の
業
務
委
託

料
が
討
論
さ
れ
ま
し
た
。 

 

　

令
和
7
年
の
干
支
は
「
巳
（
へ
び
）
」
で
す
。

巳
年
は
、
知
恵
と
柔
軟
性
を
象
徴
し
て
い
ま

す
。
巳
は
、
古
代
か
ら
再
生
や
変
化
の
象
徴

と
さ
れ
て
お
り
、
困
難
を
乗
り
越
え
、
新
た

な
挑
戦
に
向
か
う
力
を
持
つ
と
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 

 

 

　

　

物
価
高
の
影
響
に
よ
り
厳
し
さ
が
増
す
な

か
、
み
な
さ
ま
の
生
活
を
ま
も
る
た
め
に
、

議
会
議
員
一
同
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
本

年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

社会福祉協議会
年末もちつき大会

とんど南郷（庄ノ垣内）

広陵町消防出初式


